
波多地区グループ

メンバー ： 勝部正哉 加藤晋也 藤原美幸
桐原広継 神田敬太 勝部由紀
宍戸由佳

令和３年度地域経営カレッジ検討結果報告

人に来てもらう波多づくり
関係人口拡大

検討経過

１０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 ４月

検討テーマ：人に来てもらう波多づくり 関係人口拡大

現状確認・リサーチ・テーマ設定

方策検討

まとめ

●
10/18
第1回
会議

●
11/17
第2回
会議

●
12/15
第3回
会議

●
2/16
第5回
会議

●
1/19
第4回
会議

●
3/23
第6回
会議

テーマの検討

・現状確認
・テーマの検討

方策の
アイデア出し

具体的方策の
検討

・移住者ヒ
アリング

・空き家の
実体可視化

・地区外
関係者
ヒアリング

●
4/18
第7回
会議方策の

アイデア出し

方策案合意

★若いもん会議★
若手メンバーによる
具体的方策の立案
2/23 第１回会議
3/4 第２回会議
3/12 第３回会議
3/17 第４回会議

報告資料
まとめ

■
4/22

地域へ
の報告
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報告内容

1 .話しあいで見つけた想い

2 .残したいふるさとの波多

3 .誇りを創るために—映像残す—

4 .そのために仲間をつくる

5 .どんなスケジュールで行くのか
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話しあいで見つけた想い

3



実施期間

参加
メンバー

2月末～3月末 4回実施
1回あたり2時間合計 8h

▶桐原 広継（30歳）
▶神田 敬太（29歳）
▶勝部 由紀（28歳）
▶宍戸 由佳（25歳）

若者が大事にしたい
３つの想い

みんなから
生まれた意見

・波多自体は意外に便利がいい
・顔がわかるのがいい
・波多には自分たちが帰ってこれる
安心感がある
・四季の行事に戻ってきたら誘ってもらう◎
・今までは学年の繋がりだけ
・自分の居場所。自分の友達も連れてきたい

★自分たちが考える
ふるさとを残したい

★新しい関係性を作りたい

★自分たちが大切にしている人たち
にも波多を好きになってもらいたい

カレッジで確認できた波多への想い
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残したいふるさとの波多
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自分たちは、自分たちが大切にしたい『波多』を残したい

★今、実施されていないはやし子。
出身者の若者目線でも残したい。
だから、自分たちが残したい秋祭りを復活してみたい。

• 若い出身者で何かしてみたい

• 年配の方と出身の若い方がつながる・

どちらにも共感があるのは秋祭り

• はやし子がない秋祭りはやっぱり寂しい

• 帰ってきた出身者たちの役割がある

• 今まで関わってくれた関係人口の子たち

もお祭りに馴染みがある
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壁となるのは、実施者・指導者両面の『担い手の問題』。

この解消のため、波多の皆さんにも協力してもらいたい！

本番練習
担い手

メンバー集め

どう集める？ 指導者
どうする？

 担い手は波多出身の子たち×関係人口として関わってくれた人×掛合分校の生徒たち

 指導者はぜひ地元ではやし子を最後に教え込まれた世代の皆さんに教えを請いたい！

担い手

指導者
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誇りを創るために—映像に残す—
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継承という意味で映像に残るように。

また、関係人口、波多出身者の誇りやふるさと意識を醸成するために、
若者が地域文化を継承している姿を広報資料として残す。
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完成イメージ動画
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隠岐の島海士町 民宿但馬屋PR動画

https://www.youtube.com/watch?v=yal4n2l_oJc

そのために仲間を集める
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他地区の事例：『出身者の仲間』が取り組みのエンジンになる

≪田井地区の「なちゅらる田井」の事例≫

• 若者発案企画を実施

• 出身者のメンバーが広がり

どんどん企画が成長

• 現在は２つの機能を地域で果たす

• 自主組織と連携・密な関わり

• 血縁を超えた『ななめの関係性』
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どんなスケジュールで行くのか？

13



2022年 4⽉〜11⽉（予定）
4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月

映像作成

はやし子の
復活

はやし子保存会
と協議する

秋祭り
本番

ポイントとなるのは5月のはやし子保存会との協議と仲間集め

仲間集め

練習開始

資金獲得
方法確定

交流会実施
（仲間集め）

映像撮影

関係人口の人たち
との関係性構築

練習参加
呼びかけ

はやし子を指導
してくれる方に連絡

・寄付金募集？
・交流会の継続

撮影内容
打ち合わせ
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地域での報告会
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日 時：４月２２日（金） 19:00～20:15

会 場：波多交流センター

出席者：波多コミュニティ協議会役職員

（正副会長・専門部長等）

【主な意見】

・若手世代が波多について考え提案してくれたことに感謝。

・仲間集めが一番大切。若い頃に、カレッジメンバーと同様の思い
で集まり、様々な活動に取り組んだ。それが今の波多の取り組みの
基礎になっている。

・人口減少の中で、若い世代に過去と同じよう
な活動を期待することは酷。できる範囲での
継続した取り組みを期待。

・提案の実践にはハードルもある。実現できる
よう、協議会も一緒に取り組んでいきたい。



波多の秋祭り
残したい行事の
カタチを残す

まずは、はやし子から
壁を１つずつ解消する

波多で残したいものを
話す機会・交流会を企画

出身者の仲間を集め、
『波多』で活動する

関係人口
の人たちも
繋がる機会◎波多秋祭り

Project in 2022（仮）

「波多だからやりたいこと」を1年間で取り組みたい
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